
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①自然環境
及び生活環
境の保全

・多くの生物が絶滅の危機に瀕し
ている

・生物多様性の保全や持続可能な
自然環境の利用を総合的に進め
ていくことが必要

・環境基準の達成率が低い項目が
一部に見られる

○自然公園の適正な利用のための施設の整
備・維持管理

○ポータルサイトによる生物多様性保存に
関する取組の情報発信

○水辺での環境保全活動に取り組む団体の
活動を支援

○水道施設の更新や維持管理などの老朽化
対策や応急給水体制の整備促進

概ね順調
に展開

②土地水対
策の総合的
推進及び水
資源保全の
推進

・水源周辺における利用目的が明
らかでない大規模な土地取引が
確認されている

・水源周辺の適正な土地利用の確
保が求められている

・水資源の保全に関する施策を総
合的に進めていくことが必要

○水資源保全地域を指定
○水資源保全地域における市町村の公有地
化の支援

○権利の移転等に係る事前届出制度の運用
と周知

○企業版ふるさと納税を活用した官民連携
による水資源保全プロジェクトの実施

概ね順調
に展開

③森林資源
の循環利用
の推進によ
る林業及び
木材産業等
の振興

・地球温暖化防止や国土の保全な
ど、森林の有する多面的機能を
発揮する必要

・森林資源の循環利用を着実に進
め計画的に健全な森林の整備・
保全を図る必要

○森林情報に関するクラウドシステムの機
能充実や職員向け研修の実施

○パネル展等による森林認証の理解促進
○荒廃山地の復旧・予防対策等を実施
○道有林野における計画的な森林整備

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

④大規模自
然災害対
策の推進

・生態系や景観など自然環境に配
慮した整備を進める必要

○既設ダムを有効活用する「ダム再生」の
取組を推進

○生態系や景観などに配慮した河川整備等
の推進

概ね順調
に展開

②土地水対策の総
合的推進及び水資
源保全の推進
（総合政策部）

③森林資源の循
環利用の推進に
よる林業及び木
材産業等の振興
（水産林務部）

④大規模自然災害
対策の推進
（建設部）

①自然環境及び生
活環境の保全
（環境生活部）

自然環境の
保全や適正
利用の促進

地域の特性
に応じた森
林づくり

水資源保全
地域指定の
推進

環境に配慮
した治水対
策を推進

施策間連携

施策間連携

【政策の方向性と施策の関係】

1 分 野：生活・安心

(3)  政 策 の 柱：豊かで優れた自然・生物多様性の保全とその継承

A    政策の方向性：豊かな自然の価値・恵みの保全と次代への継承

施策間連携

豊かな自然の価
値・恵みの保全と
次代への継承

施策間連携

（※）

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0201PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0701PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0802PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0301PDC.pdf


大気環境基準達成率（施策①） 水質環境基準達成率（施策①②）

閉鎖性水域であ
る湖沼の環境基
準達成率が低
く、未達成で
あったことか
ら、引き続き、
水質汚濁防止法
に基づく立入検
査・指導などに
取り組む

二酸化硫黄、二
酸化窒素、浮遊
粒子状物質の大
気環境基準は全
測定局で達成

【関連指標】

<総合計画施策推進状況>

【総合計画の指標】

水資源保全地域
の意向調査から
可能性のある市
町村に対して積
極的なPRを行う
ことで、新たな
地域が指定さ
れ、目標値を達
成

水資源保全地域数（施策②）

上水道の基幹管路の耐震適合率（施策①）

水道施設の耐震
化事業の実施に
より、基幹管路
の耐震化適合率
は着実に増加し
ており、目標の
達成に向けて、
概ね順調に推移

危険地区の見直
しや、胆振東部
地震の林地崩壊
により再整備が
必要となったこ
とから、実績値
が減少し達成率
が低下

周辺の森林の山地災害防止機能等が適切に発揮
される集落の数（施策③）

(％) (％)

(％) (集落数)

(地域)

【ほか１つの関連指標】

1 分 野：生活・安心

(3)  政 策 の 柱：豊かで優れた自然・生物多様性の保全とその継承

A    政策の方向性：豊かな自然の価値・恵みの保全と次代への継承

100 100 100

100 100 100 100

40

60

80

100

H29 H30 R1 R2

実績値 目標値

92 91.2 90.8

93.9 94.7 95.4 96.0

85

90

95

100

H29 H30 R1 R2

実績値 目標値

41.3 43.5 44.0

43.3 44.4 45.5 47.7

30

40

50

H28 H29 H30 R1

実績値 目標値

4341 4345 4346

4551 4565 4582 4599

4200

4400

4600

H29 H30 R1 R2

実績値 目標値

176
177

179

177
178

179
180

174

176

178

180

H29 H30 R1 R2

実績値 目標値

公益的機能の発
揮が求められる
森林において、
区域内の立木の
一部を保残する
伐採方法が定着
した結果、育成
複層林の面積は
順調に増加

育成単層林・育成複層林・天然生林別森林
面積（千ha）（うち育成複層林の面積）
（施策③）

(千ha)

計画的に森
林整備を進
めており、
最終目標達
成に向け順
調に増加

道有林における育成複層林など多様な森林に
誘導する人工林の面積（千ha）（施策③）
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最終目標に
向けて計画
どおり推移

管理用小水力発電を導入した道管理ダム
（施策④）
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